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2007年院内がん登録
新規登録腫瘍統計

2331症例
（一部 2008年子宮頚部･子宮体部癌登録情報を含む）

当院診断日および初診日：2007年1月1日~12月３１日

全部位

外来症例･入院症例･(一部セカンドオピニオンを含む）

院内がん登録データベースから集計

広島市人口分布：広島市ホームページから

広島県地域がん主要部位罹患数：広島県ホームページから

臓器別ステージ：UICCTNM分類(第6版）



広島市民病院
2007年院内がん登録臓器別件数
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広島県のがん登録
（上皮内癌を含む・臓器別男女別罹患数）

２００４年・２００５年集計
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広島市民病院広島市民病院 院内がん登録院内がん登録
子宮（体部・頚部）癌症例数子宮（体部・頚部）癌症例数

（（20072007年・年・20082008年症例）年症例）
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治療症例 42 50 97 96

継続治療 1 0 2 0

来院中断 0 2 4 2

他施設に紹介 2 1 5 2

診断のみ 1 0 0 0
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2007年　広島市の人口分布
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子宮体癌の年齢層別・ステージ別症例数
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子宮頚癌の年齢層別・ステージ別症例数
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子宮体癌

他院より
76
73%

自主来院
12
12%

当施設で他疾
患経過観察中

7
7%

人間ドック
2
2%

がん検診
6
6%

子宮癌子宮癌の患者さんはどの様な機関からの患者さんはどの様な機関から
紹介･受診されたのでしょう（来院経路）？紹介･受診されたのでしょう（来院経路）？

子宮頚癌

その他
1

人間ドック
2
1%

自主来院
18
9%

当施設で他疾
患経過観察中

26
12%

がん検診
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24%

他院より
114
54%



子宮癌子宮癌が発見されるきっかけとが発見されるきっかけと

なったのは（発見経緯）？なったのは（発見経緯）？
肺癌の発見経緯（2007症例）

自覚症状が
あり病院を
受診
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36%
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患経過観察中
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自覚症状があ
り病院を受診
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39%
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患経過観察中
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10%
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77%



子宮体癌

自覚症状あり
96
93%

不明
2
2%

自覚症状なし
5
5%

自覚症状があった場合のstageは？自覚症状があった自覚症状があった場合の場合のstagestageはは？？

1

1

3

0 5

UNK

Ⅲ

Ⅰ

3

2

11

9

3

68

0 20 40 60

肉腫

UNK

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

肉腫
3%

Ⅰ
72%

Ⅱ
3%

Ⅲ
9%

UNK
Ⅳ
11%



子宮頚癌

自覚症状
あり
81
38%

不明
2
1%

自覚症状
なし
128
61%

自覚症状があった場合のstageは？自覚症状があった自覚症状があった場合の場合のstagestageはは？？
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子宮体子宮体癌の病理組織型別割合癌の病理組織型別割合

類内膜腺癌
63
60%

扁平上皮化生
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子宮頚癌のステージ別症例数
（ＵＩＣＣ第６版による）

2007年・2008年症例　195例
（初回治療･継続治療を対象として）
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0期
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62%
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子宮頚癌ステージ別治療法
（０期）

子宮頚癌ステージ別治療法子宮頚癌ステージ別治療法
（０期）（０期）
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子宮頚癌ステージ別治療法
（Ⅰ期）
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子宮頚癌ステージ別治療法
（Ⅱ期）
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子宮頚癌ステージ別治療法
（Ⅲ期）
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子宮頚癌ステージ別治療法
（Ⅳ期）

子宮頚癌ステージ別治療法子宮頚癌ステージ別治療法
（（ⅣⅣ期）期）
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子宮頚癌治療法別件数
（2007年･2008年症例）
（初回治療･継続治療を対象とする）

子宮頚癌治療法別件数子宮頚癌治療法別件数
（（20072007年･年･20082008年症例）年症例）
（初回治療･継続治療を対象とする）（初回治療･継続治療を対象とする）



子宮頚癌治療法別件数
（2007年･2008年症例）
（初回治療･継続治療を対象とする）

子宮頚癌治療法別件数子宮頚癌治療法別件数
（（20072007年･年･20082008年症例）年症例）
（初回治療･継続治療を対象とする）（初回治療･継続治療を対象とする）
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子宮体癌のステージ別症例数
（ＵＩＣＣ第６版による）肉腫3例を除く

2007年・2008年症例　90例
（初回治療･継続治療を対象として）
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Ⅲ期
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Ⅰ期
69
77%



子宮体癌ステージ別治療法
（Ⅰ期）

子宮体癌ステージ別治療法子宮体癌ステージ別治療法
（（ⅠⅠ期）期）

2007年・2008年症例　90例
（初回治療･継続治療を対象として）
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子宮体癌ステージ別治療法
（Ⅱ期）
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2007年・2008年症例　90例
（初回治療･継続治療を対象として）
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子宮体癌ステージ別治療法
（Ⅲ期）
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（（ⅢⅢ期）期）

2007年・2008年症例　90例
（初回治療･継続治療を対象として）
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子宮体癌ステージ別治療法
（Ⅳ期）
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2007年・2008年症例　90例
（初回治療･継続治療を対象として）
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子宮体癌治療法別件数
（2007年･2008年症例）
（初回治療･継続治療を対象とする）
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（初回治療･継続治療を対象とする）
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（初回治療･継続治療を対象とする）（初回治療･継続治療を対象とする）
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手術+放射線治療+化学療法
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放射線治療+化学療法

継続治療



院内がん登録データで見る
ー子宮癌ー
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